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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話機能を備え、登録された相手端末の所有者が応答可能状態に転じた場合に、その旨
を自端末に対し通知するシステムを利用可能な移動体通信端末であって、
　自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検出する検出手段と、
　前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前記相手端末を登録
するよう登録要求を行う登録要求手段と、
　通信の開始通知を取得する取得手段と、
　前記通知を取得した場合に、通信の開始を促すメッセージを表示する表示手段と、
　前記表示手段の制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する
通信の開始指示を受け付ける指示受付手段と、
　前記開始指示を取得した場合に、前記相手端末と通信チャネルを確立する通信手段とを
備え、
　さらに、
　自端末の所有者の相手端末への通信予定の入力を受け付けるスケジュール受付手段と、
　前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対し、登録された相手端末の所有者が
応答可能状態に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知させるために、前記相手端末を
登録するよう登録要求を行うスケジュール登録手段と
　を備えることを特徴とする移動体通信端末。
【請求項２】
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　前記取得手段は、
　前記サーバから、前記通信の開始通知を受け付ける
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項３】
　前記取得手段は、
　時計手段と、
　前記時計手段が、予め設定した時刻を示した場合に、前記通知を取得したとみなすアラ
ーム手段とを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項４】
　前記通信手段は、インスタントメッセンジャー、電子メール、又は電話機能を用いて通
信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記通信の開始を促すメッセージとして、インスタントメッセンジャ
ーと、電子メールと、電話とのうち１つ、或いはこれらの組合せを候補とする選択画面の
表示を行い、
　前記指示受付手段は、前記候補のうちのいずれかを示す通信の開始指示を受け付け、
　前記通信手段は、
　インスタントメッセージングによる通信を行うインスタントメッセージ手段と、
　電話手段と、
　電子メール手段と、
　前記開始指示がインスタントメッセンジャーを示す場合、前記インスタントメッセージ
手段を用いて通信を行い、前記開始指示が電子メールを示す場合、前記電子メール手段を
用いて通信を行い、前記開始指示が電話を示す場合、前記電話手段を用いて通信を行う制
御手段と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項６】
　前記移動体通信端末は、更に、
　自端末の使用者が応答可能状態に転じたことを示す入力を受け付ける入力受付手段と、
　前記入力があった場合に、前記サーバに対し、自端末所有者が応答可能状態に転じたこ
とを示す通信可能通知を送信する通知送信手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項７】
　前記登録要求手段は、前記通信手段による通信が成立した場合に、登録した前記相手端
末の登録の削除要求を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項８】
　前記登録要求手段は、
　端末情報の削除指示を受け付ける削除受付手段と、
　前記削除指示を受け付けた場合に、登録した前記相手端末の登録の削除要求を行う削除
要求手段と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項９】
　前記通信予定は、更に、相手端末へ通信する時刻を示す時刻情報を含み、
　前記スケジュール登録手段は、更に、
　計時する時計手段を備え、
　前記表示手段は、前記時計手段が前記時刻情報で示す時刻を指した場合に、通信の開始
を促すメッセージを表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
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【請求項１０】
　携帯電話機で構成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動体通信端末。
【請求項１１】
　電話機能を備え、登録された相手端末の所有者が応答可能状態に転じた場合に、その旨
を自端末に対し通知するシステムを利用可能な、移動体通信端末による、移動体通信方法
であって、
　自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検出する検出ステップと、
　前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前記相手端末を登録
するよう登録要求を行う登録要求ステップと、
　通信の開始通知を取得する取得ステップと、
　前記通知を取得した場合に、通信の開始を促すメッセージを表示する表示ステップと、
　前記表示手段の制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する
通信の開始指示を受け付ける指示受付ステップと、
　前記開始指示を取得した場合に、前記相手端末と通信チャネルを確立する通信ステップ
とを含み、
　さらに、
　自端末の所有者の相手端末への通信予定の入力を受け付けるスケジュール受付ステップ
と、
　前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対し、登録された相手端末の所有者が
応答可能状態に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知させるために、前記相手端末を
登録するよう登録要求を行うスケジュール登録ステップと
　を含むことを特徴とする移動体通信方法。
【請求項１２】
　電話機能を備え、登録された相手端末の所有者が応答可能状態に転じた場合に、その旨
を自端末に対し通知するシステムを利用可能な、移動体通信端末に適用されるプログラム
であって、
　自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検出する検出ステップと、
　前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前記相手端末を登録
するよう登録要求を行う登録要求ステップと、
　通信の開始通知を取得する取得ステップと、
　前記通知を取得した場合に、通信の開始を促すメッセージを表示する表示ステップと、
　前記表示手段の制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する
通信の開始指示を受け付ける指示受付ステップと、
　前記開始指示を取得した場合に、前記相手端末と通信チャネルを確立する通信ステップ
と、
　さらに、
　自端末の所有者の相手端末への通信予定の入力を受け付けるスケジュール受付ステップ
と、
　前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対し、登録された相手端末の所有者が
応答可能状態に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知させるために、前記相手端末を
登録するよう登録要求を行うスケジュール登録ステップと
　をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信端末であって、特に、要件伝達効率を向上させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、携帯電話機の普及は目覚ましく、機能面においても、電話機としての機能に加え
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、メールやチャットなどによる情報伝達機能が追加されていることから、当該携帯電話機
を用いて要件を伝える機会は急増している。
　特に、着信については、常にユーザが通話を行えるとは限らず、他の要件があり通話が
出来ない、或いは着信に気付かない等の場合には、不在着信記録が携帯電話機内に残され
ることとなるが、当該不在着信記録は、以後、ユーザが、前記携帯電話機を確認するまで
放置されてしまい、前記不在着信記録に係る発信元に対しての連絡が遅れてしまうという
問題があった。
【０００３】
　特許文献１に開示された技術は、携帯電話機にタイマ機能を備え、不在着信があったこ
とを一定時間毎に、ユーザに再通知することにより、前記連絡遅れの問題解決を図ってい
る。
【特許文献１】特開２００１－３３３１５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ユーザが、携帯電話機に残った着信履歴を見たり、或いは前記一定時間
毎の不在着信再通知に気付き、前記不在着信履歴に残る通話相手に対し電話を掛け返して
も、通話相手が電話に出ないときには通話が成立せず、いつ通じるか分からない通話先に
発呼し続けることとなり、時間を浪費してしまうなど効率が悪く、最悪の場合、前記通話
相手との通話をあきらめることとなる。
【０００５】
　上記問題に鑑み、本発明は、通話先に対し、従来よりも効率良く要件を伝えることがで
きる移動体通信端末を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の移動体通信端末は、電話機能を備え、登録された
相手端末の所有者が応答可能状態に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知するシステ
ムを利用可能な移動体通信端末であって、自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検
出する検出手段と、前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前
記相手端末を登録するよう登録要求を行う登録要求手段とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の移動体通信端末は、上述の構成を備えることにより、電話機能を用いて、自端
末から他端末へと発信したが、他端末の所有者が当該発信に応じず、通話が不成立であっ
た場合、或いは、他端末から自端末へ着信があったが、自端末の所有者が当該着信に応じ
ず通話が不成立であった場合に、当該通話不成立の検出以後、自端末の所有者が、自端末
を用いて他端末へと発信を行う際に、サーバから他端末の所有者が応答可能状態となった
ことを示す通知を予め受け、他端末の所有者がである場合のみ通信を行うことができるの
で、自端末と他端末との間の通信において、再び、通信が不成立となるのを防ぎ、自端末
の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる。
【０００８】
　また、前記移動体通信端末は、更に、通信の開始通知を取得する取得手段と、前記通知
を取得した場合に、通信の開始を促すメッセージを表示する表示手段と、前記表示手段の
制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する通信の開始指示を
受け付ける指示受付手段と、前記開始指示を取得した場合に、前記相手端末と通信チャネ
ルを確立する通信手段とを備えてもよい。
【０００９】
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促す通
知により自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有
者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立にな
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るのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる
。
【００１０】
　また、前記移動体通信端末は、前記取得手段が、前記サーバから、前記通信の開始通知
を受け付けてもよい。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促すメ
ッセージにより自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末
の所有者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成
立になるのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることが
できる。
【００１１】
　また、前記移動体通信端末は、前記取得手段が、時計手段と、前記時計手段が、予め設
定した時刻を示した場合に、前記通知を取得したとみなすアラーム手段とを含んでもよい
。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、アラーム設定した時
刻に自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有者が
応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立になるの
を防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる。
【００１２】
　また、前記通信手段は、インスタントメッセンジャー、電子メール、又は電話機能等を
用いて通信してもよい。
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、インスタントメッセンジャー、
電子メール、又は電話機能を用いて他端末へと応答することができ、他端末の所有者の状
況に応じた応答手段を用いて応答することができる。
【００１３】
　また、前記移動体通信端末は、前記表示手段は、通信の開始を促すメッセージとして、
インスタントメッセンジャーと、電子メールと、電話とのうち１つ、或いは複数の組合せ
を候補とする選択画面の表示を行い、前記指示受付手段は、前記候補のうちのいずれかを
示す通信の開始指示を受け付け、前記通信手段は、インスタントメッセージングによる通
信を行うインスタントメッセージ手段と、電子メール手段と、電話手段と、前記開始指示
がインスタントメッセンジャーを示す場合、前記インスタントメッセージ手段を用いて通
信を行い、前記開始指示が電子メールを示す場合、前記電子メール手段を用いて通信を行
い、前記開始指示が電話を示す場合、前記電話手段を用いて通信を行う制御手段とを含ん
でもよい。
【００１４】
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、他端末の所有者が応答可能状態
になった場合に、通信を開始するよう自端末の所有者に促すメッセージをディスプレイ表
示し、所有者が、インスタントメッセージ手段と、電子メール手段と、電話手段とのうち
から選択した手段を用いて、通信を行うことができる。
　また、前記移動体通信端末は、更に、自端末の使用者が応答可能状態に転じたことを示
す入力を受け付ける入力受付手段と、前記入力があった場合に、前記サーバに対し、自端
末所有者が応答可能状態に転じたことを示す通信可能通知を送信する通知送信手段とを備
えてもよい。
この構成によれば、自端末は、自端末の所有者が応答可能状態になった場合に入力を受け
サーバに対し通知するため、他端末に、自端末の所有者が応答可能状態である期間を知ら
せることができ、当該期間に、他端末から自端末への通信要求がなされることとなり、効
率的な通信を行うことができる。
【００１５】
　また、前記登録要求手段は、前記通信手段による通信が成立した場合に、登録した前記
相手端末の登録の削除要求を行ってもよい。
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　この構成によれば、前記通話不成立通信に応答する通話が成立した場合に、通知要求を
削除することにより、他端末から重複して通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記登録要求手段は、端末情報の削除指示を受け付ける削除受付手段と、前記削
除指示を受け付けた場合に、登録した前記相手端末の登録の削除要求を行う削除要求手段
とを含んでもよい。
【００１６】
　この構成によれば、ユーザが応答可能状態から応答不可能状態に転じた場合に、サーバ
における登録を削除し、他端末から通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記移動体通信端末は、更に、自端末の所有者の相手端末への通信予定の入力を
受け付けるスケジュール受付手段と、前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対
し、前記相手端末を登録するよう登録要求を行うスケジュール登録手段とを備えてもよい
。
【００１７】
　この構成によれば、所有者によるスケジュール入力を受け付けることができ、スケジュ
ールが入力された場合に、サーバに登録を行い、他端末の所有者が応答可能状態に転じた
場合に通知を受けることにより、通信が不成立になるのを防ぎつつスケジュールに基づく
通信を行うことができる。
　また、前記移動体通信端末は、前記通信予定は、更に、相手端末へ通信する時刻を示す
時刻情報を含み、前記スケジュール管理手段は、更に、計時する時計手段を備え、前記表
示手段は、前記時計手段が前記時刻情報で示す時刻を指した場合に、通信の開始を促すメ
ッセージを表示してもよい。
【００１８】
　この構成によれば、スケジュールにより指定された時刻の所定時間前から、相手端末の
所有者が通話可能になった場合を知ることができるので、スケジュール時刻前後に通信相
手が通話可能になった場合を知ることができ、効率よく、通話を行うことができる。
　また、前記移動体通信端末は、携帯電話機で構成されてもよい。
この構成によれば、携帯電話端末で、移動体通信端末を構成することができる。
【００１９】
　本発明の移動体通信方法は、電話機能を備え、登録された相手端末の所有者が応答可能
状態に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知するシステムを利用可能な、検出手段と
、登録要求手段とから成る移動体通信端末による、移動体通信方法であって、前記検出手
段により、自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検出する検出ステップと、前記登
録要求手段により、前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前
記相手端末を登録するよう登録要求を行う登録要求ステップとを含む。
【００２０】
　この構成によれば、電話機能を用いて、自端末から他端末へと発信したが、他端末の所
有者が当該発信に応じず、通話が不成立であった場合、或いは、他端末から自端末へ着信
があったが、自端末の所有者が当該着信に応じず通話が不成立であった場合に、当該通話
不成立の検出以後、自端末の所有者が、自端末を用いて他端末へと発信を行う際に、サー
バから他端末の所有者が応答可能状態となったことを示す通知を予め受け、他端末の所有
者が通話可能である場合のみ通信を行うことができるので、自端末と他端末との間の通信
において、再び、通信が不成立となるのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと
効率良く要件を伝えることができる。
【００２１】
　また、前記移動体通信端末は、更に、取得手段と、表示手段と、指示受付手段と、通信
手段とを備え、前記移動体通信方法は、更に、前記取得手段により、通信の開始通知を取
得する取得ステップと、前記表示手段により、前記通知を取得した場合に、通信の開始を
促すメッセージを表示する表示ステップと、前記指示受付手段により、前記表示ステップ
による制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する通信の開始
指示を受け付ける指示受付ステップと、前記通信手段により、前記開始指示を取得した場
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合に、前記相手端末と通信チャネルを確立する通信ステップとを含んでもよい。
【００２２】
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促す通
知により自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有
者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立にな
るのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる
。
【００２３】
　また、前記移動体通信方法は、前記取得ステップが、前記取得手段により、前記サーバ
から、前記通信の開始通知を受け付けてもよい。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促すメ
ッセージにより自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末
の所有者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成
立になるのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることが
できる。
【００２４】
　また、前記取得手段は、時計手段と、アラーム手段とを含み、前記移動体通信方法は、
前記取得ステップは、前記時計手段による時計ステップと、前記時計ステップが予め設定
した時刻を示した場合に、前記アラーム手段により、前記通知を取得したとみなすアラー
ムステップとを含んでもよい。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、アラーム設定した時
刻に自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有者が
応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立になるの
を防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる。
【００２５】
　また、前記通信ステップは、前記通信手段により、インスタントメッセンジャー、電子
メール、又は電話機能を用いて通信してもよい。
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、インスタントメッセンジャー、
電子メール、又は電話機能を用いて他端末へと応答することができ、他端末の所有者の状
況に応じ応答手段を用いて応答することができる。
【００２６】
　また、前記移動体通信方法は、前記表示ステップは、前記表示手段により、通信の開始
を促すメッセージとして、インスタントメッセンジャーと、電子メールと、電話とのうち
１つ、或いは複数の組合せを候補とする選択画面の表示を行い、前記指示受付ステップは
、前記指示受付手段により、前記候補のうちのいずれかを示す通信の開始指示を受け付け
、前記通信手段は、インスタントメッセージ手段と、電子メール手段と、電話手段と、制
御手段とを含み、前記通信ステップは、インスタントメッセージ手段により、インスタン
トメッセンジャーによる通信を行うインスタントメッセージステップと、電子メール手段
により、電子メールの送受信を行う電子メールステップと、電話手段により、通話する電
話ステップと、制御手段により、前記開始指示がインスタントメッセンジャーを示す場合
、インスタントメッセージステップを用いて通信を行い、前記開始指示が電子メールを示
す場合、電子メールステップを用いて通信を行い、前記開始指示が電話を示す場合、電話
ステップを用いて通信を行う制御ステップとを含んでもよい。
【００２７】
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、他端末の所有者が応答可能にな
った場合に、通信を開始するよう自端末の所有者に促すメッセージをディスプレイ表示し
、所有者が、インスタントメッセンジャーと、電子メールと、電話とのうちから選択した
方法を用いて、通信を行うことができる。
　また、前記移動体通信端末は、更に、入力受付手段と、通知送信手段とを備え、前記移
動体通信方法は、前記入力受付手段により、自端末の使用者が応答可能状態に転じたこと
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を示す入力を受け付ける入力受付ステップと、前記通知送信手段により、前記入力があっ
た場合に、前記サーバに対し、自端末所有者が応答可能状態に転じたことを示す応答可能
状態通知を送信する通知送信ステップとを含んでもよい。
【００２８】
　この構成によれば、自端末は、自端末の所有者が応答可能状態になった場合に入力を受
けサーバに対し通知するため、他端末に、自端末の所有者が応答可能状態である期間を知
らせることができ、当該期間に、他端末から自端末への通信要求がなされることとなり、
効率的な通信を行うことができる。
　また、前記移動体通信方法は、前記登録要求ステップが、前記登録要求手段により、前
記通信手段による通信が成立した場合に、登録した前記相手端末の登録の削除要求を行っ
てもよい。
【００２９】
　この構成によれば、前記通話不成立通信に応答する通話が成立した場合に、通知要求を
削除することにより、他端末から重複して通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記登録要求手段は、削除受付手段と、削除要求手段とを含み、前記登録要求ス
テップは、前記削除受付手段により、端末情報の削除指示を受け付ける削除受付ステップ
と、前記削除要求手段により、前記削除指示を受け付けた場合に、登録した前記相手端末
の登録の削除要求を行う削除要求ステップとを含んでもよい。
【００３０】
　この構成によれば、ユーザが通話可能状態から不能状態になった場合に、サーバにおけ
る登録を削除し、他端末から通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記移動体通信端末は、更に、スケジュール受付手段と、スケジュール登録手段
とを備え、前記移動体通信方法は、更に、前記スケジュール受付手段により、自端末の所
有者の相手端末への通信予定の入力を受け付けるスケジュール受付ステップと、前記スケ
ジュール登録手段により、前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対し、前記相
手端末を登録するよう登録要求を行うスケジュール登録ステップとを含んでもよい。
【００３１】
　この構成によれば、所有者によるスケジュール入力を受け付けることができ、スケジュ
ールが入力された場合に、サーバに登録を行い、他端末の所有者が応答可能状態になった
場合に通知を受けることにより、通信が不成立になるのを防ぎつつスケジュールに基づく
通信を行うことができる。
　また、前記通信予定は、更に、相手端末へ通信する時刻を示す時刻情報を含み、前記ス
ケジュール管理手段は、更に、計時する時計手段を備え、前記スケジュール管理ステップ
は、更に、時計手段により計時する時計ステップを含み、前記表示ステップは、前記表示
手段により、前記時計手段が前記時刻情報で示す時刻を指した場合に、通信の開始を促す
メッセージを表示してもよい。
【００３２】
　この構成によれば、スケジュールにより指定された時刻の所定時間前から、他端末の所
有者が応答可能状態になった場合を知ることができるので、スケジュール時刻前後に通信
相手が応答可能状態になった場合を知ることができ、効率よく、通話を行うことができる
。
　本発明のプログラムは、電話機能を備え、登録された相手端末の所有者が応答可能状態
に転じた場合に、その旨を自端末に対し通知するシステムを利用可能な、検出手段と、登
録要求手段とから成る移動体通信端末に適用されるプログラムであって、前記検出手段に
より、自端末と相手端末との間の通話不成立通信を検出する検出ステップと、前記登録要
求手段により、前記検出があった場合に、前記システムを構成するサーバに対し、前記相
手端末を登録するよう登録要求を行う登録要求ステップとを含む。
【００３３】
　この構成によれば、電話機能を用いて、自端末から他端末へと発信したが、他端末の所
有者が当該発信に応じず、通話が不成立であった場合、或いは、他端末から自端末へ着信
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があったが、自端末の所有者が当該着信に応じず通話が不成立であった場合に、当該通話
不成立の検出以後、自端末の所有者が、自端末を用いて他端末へと発信を行う際に、サー
バから他端末の所有者が応答可能状態となったことを示す通知を予め受け、他端末の所有
者が通話可能である場合のみ通信を行うことができるので、自端末と他端末との間の通信
において、再び、通信が不成立となるのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと
効率良く要件を伝えることができる。
【００３４】
　また、前記移動体通信端末は、更に、取得手段と、表示手段と、指示受付手段と、通信
手段とを備え、前記プログラムは、更に、前記取得手段により、通信の開始通知を取得す
る取得ステップと、前記表示手段により、前記通知を取得した場合に、通信の開始を促す
メッセージを表示する表示ステップと、前記指示受付手段により、前記表示ステップによ
る制御に従い前記メッセージが表示された場合に、前記相手端末に対する通信の開始指示
を受け付ける指示受付ステップと、前記通信手段により、前記開始指示を取得した場合に
、前記相手端末と通信チャネルを確立する通信ステップとを含んでもよい。
【００３５】
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促す通
知により自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有
者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立にな
るのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる
。
【００３６】
　また、前記プログラムは、前記取得ステップが、前記取得手段により、前記サーバから
、前記通信の開始通知を受け付けてもよい。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、通信の開始を促すメ
ッセージにより自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末
の所有者が応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成
立になるのを防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることが
できる。
【００３７】
　また、前記取得手段は、時計手段と、アラーム手段とを含み、前記プログラムは、前記
取得ステップは、前記時計手段による時計ステップと、前記時計ステップが予め設定した
時刻を示した場合に、前記アラーム手段により、前記通知を取得したとみなすアラームス
テップとを含んでもよい。
　この構成によれば、他端末の所有者が応答可能状態であることを、アラーム設定した時
刻に自端末の所有者に知らせることができるので、自端末の所有者は、他端末の所有者が
応答可能状態である場合のみ、自端末を用いて通信を行い、通信が再び、不成立になるの
を防ぎ、自端末の所有者は、他端末の所有者へと効率良く要件を伝えることができる。
【００３８】
　また、前記通信ステップは、前記通信手段により、インスタントメッセンジャー、電子
メール、又は電話機能を用いて通信してもよい。
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、インスタントメッセンジャー、
電子メール、又は電話機能を用いて他端末へと応答することができ、他端末の所有者の状
況に応じ応答手段を用いて応答することができる。
【００３９】
　また、前記プログラムは、前記表示ステップは、前記表示手段により、通信の開始を促
すメッセージとして、インスタントメッセンジャーと、電子メールと、電話とのうち１つ
、或いは複数の組合せを候補とする選択画面の表示を行い、前記指示受付ステップは、前
記指示受付手段により、前記候補のうちのいずれかを示す通信の開始指示を受け付け、前
記通信手段は、インスタントメッセージ手段と、電子メール手段と、電話手段と、制御手
段とを含み、前記通信ステップは、インスタントメッセージ手段により、インスタントメ
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ッセンジャーによる通信を行うインスタントメッセージステップと、電子メール手段によ
り、電子メールの送受信を行う電子メールステップと、電話手段により、通話する電話ス
テップと、制御手段により、前記開始指示がインスタントメッセンジャーを示す場合、イ
ンスタントメッセージステップを用いて通信を行い、前記開始指示が電子メールを示す場
合、電子メールステップを用いて通信を行い、前記開始指示が電話を示す場合、電話ステ
ップを用いて通信を行う制御ステップとを含んでもよい。
【００４０】
　この構成によれば、通話不成立であった発着信に対し、他端末の所有者が応答可能にな
った場合に、通信を開始するよう自端末の所有者に促すメッセージをディスプレイ表示し
、所有者が、インスタントメッセンジャーと、電子メールと、電話とのうちから選択した
方法を用いて、通信を行うことができる。
　また、前記プログラムは、更に、入力受付手段と、通知送信手段とを備え、前記移動体
通信方法は、前記入力受付手段により、自端末の使用者が応答可能状態に転じたことを示
す入力を受け付ける入力受付ステップと、前記通知送信手段により、前記入力があった場
合に、前記サーバに対し、自端末所有者が応答可能状態に転じたことを示す応答可能状態
通知を送信する通知送信ステップとを含んでもよい。
【００４１】
　この構成によれば、自端末は、自端末の所有者が応答可能状態になった場合に入力を受
けサーバに対し通知するため、他端末に、自端末の所有者が応答可能状態である期間を知
らせることができ、当該期間に、他端末から自端末への通信要求がなされることとなり、
効率的な通信を行うことができる。
　また、前記プログラムは、前記登録要求ステップが、前記登録要求手段により、前記通
信手段による通信が成立した場合に、登録した前記相手端末の登録の削除要求を行っても
よい。
【００４２】
　この構成によれば、前記通話不成立通信に応答する通話が成立した場合に、通知要求を
削除することにより、他端末から重複して通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記登録要求手段は、削除受付手段と、削除要求手段とを含み、前記登録要求ス
テップは、前記削除受付手段により、端末情報の削除指示を受け付ける削除受付ステップ
と、前記削除要求手段により、前記削除指示を受け付けた場合に、登録した前記相手端末
の登録の削除要求を行う削除要求ステップとを含んでもよい。
【００４３】
　この構成によれば、ユーザが通話可能状態から不能状態になった場合に、サーバにおけ
る登録を削除し、他端末から通信要求がなされることを防ぐことができる。
　また、前記移動体通信端末は、更に、スケジュール受付手段と、スケジュール登録手段
とを備え、前記プログラムは、更に、前記スケジュール受付手段により、自端末の所有者
の相手端末への通信予定の入力を受け付けるスケジュール受付ステップと、前記スケジュ
ール登録手段により、前記通信予定を受け付けた場合に、前記サーバに対し、前記相手端
末を登録するよう登録要求を行うスケジュール登録ステップとを含んでもよい。
【００４４】
　この構成によれば、所有者によるスケジュール入力を受け付けることができ、スケジュ
ールが入力された場合に、サーバに登録を行い、他端末の所有者が応答可能状態になった
場合に通知を受けることにより、通信が不成立になるのを防ぎつつスケジュールに基づく
通信を行うことができる。
　また、前記通信予定は、更に、相手端末へ通信する時刻を示す時刻情報を含み、前記ス
ケジュール管理手段は、更に、計時する時計手段を備え、前記スケジュール管理ステップ
は、更に、時計手段により計時する時計ステップを含み、前記表示ステップは、前記表示
手段により、前記時計手段が前記時刻情報で示す時刻を指した場合に、通信の開始を促す
メッセージを表示してもよい。
【００４５】
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　この構成によれば、スケジュールにより指定された時刻の所定時間前から、他端末の所
有者が応答可能状態になった場合を知ることができるので、スケジュール時刻前後に通信
相手が応答可能状態になった場合を知ることができ、効率よく、通話を行うことができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。
　本発明の一実施形態である移動体通信システムは、移動体通信端末間の通信において、
当該通信に先立ち通信相手が通話可能であるか否か等の状態を予めＩＭ（Ｉｎｓｔａｎｔ
　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ）等を用いて確認することにより、リダイヤルなどによる再度の通
信の発生を無くし、従来よりも効率良く通信することを目的としている。
【００４７】
　図１は、前記移動体通信システムの概略構成を示す図である。
　前記移動体通信システムは、図１に示すように、移動体通信端末の一例である携帯電話
機１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅ、１００ｆ・・・と、基地局２０
０ａ、２００ｂ・・・、交換局３００ａ、３００ｂ・・・、無線アクセスポイント４００
ａ、４００ｂ・・・と、メールサーバ５００と、ＩＭサーバ６００とから成る。
【００４８】
　システムを構成する携帯電話機、基地局、交換局、無線アクセスポイント、メールサー
バ、ＩＭサーバの数は、当該システムの設計、規模に応じて増減することとなる。
　携帯電話機同士の電話機能による通信は、従来の現在広く用いられているシステムと同
様であり、発呼元及び発呼先の携帯電話機は、それぞれが自機に一番近い場所に設置され
た基地局と電波により通信し、基地局は通信した携帯電話機の位置登録を行う。
【００４９】
　基地局は、交換局と専用線を介して接続しており、１の交換局には、複数の基地局が接
続している。
　交換局は、直接接続している基地局からの指示に従い、接続すべき他の交換局を選択し
、選択した交換局と接続することにより、１の基地局と他の基地局を接続し、基地局同士
の通信を可能とする。
【００５０】
　発呼元の携帯電話機が、通信している基地局に対し、発呼先の携帯電話機への接続を要
求した場合、発呼元の携帯電話機が基地局を介して接続している交換局（以下、発呼元交
換局という。）が、発呼先の携帯電話機と直接通信している基地局が接続する交換局（以
下、発呼先交換局）との間の、通信回線を通信可能状態にすることより、発呼元の携帯電
話機と、発呼先の携帯電話機との間の通信が可能となる。
【００５１】
　また、各携帯電話機は、前述のような、基地局、交換局を使用した通信経路とは異なる
、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）によるネットワークにも接続が
可能である。
　各携帯電話機は、自機に一番近い場所に設置された無線アクセスポイントと無線による
通信を行い、当該無線アクセスポイントを介してネットワークに接続し、メールサーバ５
００、ＩＭサーバ６００と接続する。
【００５２】
　メールサーバ５００は、携帯電話機への電子メールサービスを提供するサーバである。
　ＩＭサーバ６００は、ＩＣＱプロトコルを用いて、インスタントメッセージの機能を提
供するサーバである。
　ＩＣＱは、現在広く用いられており、ＩＣＱホームページ(http://www.icq.com/)に詳
細等が記載されているので説明は省略する。
＜構成＞
　前記移動体通信システムを構成する各要素について述べる。
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【００５３】
　先ず、携帯電話機について述べる。
　携帯電話機１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅ、１００ｆ・・・のそ
れぞれは同等な構成を備えるので、まとめて、携帯電話機１００として説明する。
　図２は、携帯電話機１００の構成を示すブロック図である。
　携帯電話機１００は、図２に示すように、スピーカ１０１、マイクロフォン１０２、音
声処理部１０３、信号処理部１０４、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）処理部１
０５、アンテナ１０６、表示制御部１０７、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）１０８、キーボード１０９、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）１１０、振動部１１１、着信音声処理部１１２、スピーカ１１３、無線ＬＡＮ
処理部１１４、アンテナ１１５、記憶部１１６、時計部１１７、電源供給部１１８、制御
部１１９、ＩＭ処理部１２０から成り、具体的には、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、液晶ディスプレイ、キーボード、通信イン
ターフェイス、スピーカ、マイクロフォン、時計、ＬＥＤ、バイブレータ等から成るコン
ピュータシステムであって、ＲＯＭには、コンピュータプログラムが記憶され、前記ＣＰ
Ｕが前記コンピュータプログラムに従って動作することにより、携帯電話機１００は、そ
の機能を実現する。
【００５４】
　スピーカ１０１及びマイクロフォン１０２は、携帯電話機１００の使用者による通話に
用いられ、スピーカ１０１は、音声処理部１０３が出力した音声信号を音声として拡声す
ることにより、前記使用者に音声を伝え、マイクロフォン１０２は、使用者が発した音声
を集音して音声信号に変換し、当該音声信号を音声処理部１０３へ出力する。
　音声処理部１０３は、具体的には、ＰＣＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉ
ｏｎ）コーデック、アンプ等から成り、マイクロフォン１０２から受信する音声信号を、
ＰＣＭによりデジタルデータに変換して信号処理部１０４に送信し、また、信号処理部１
０４から受信した音声に関するデジタルデータをＰＣＭにより音声信号に変換して前記ア
ンプで増幅した後、スピーカ１０１に出力する。
【００５５】
　ＰＣＭコーデックに関して、サンプリング周波数を４４．１ｋＨｚ、量子化を１６ビッ
トを採用するものとするが、前記サンプリング周波数、量子化ビット数は、システムの要
求仕様に基づいて変更してもよい。
　信号処理部１０４は、具体的には、デジタル信号処理用のＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓ
ｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）等から成り、発呼、着呼などの各種制御に係る通信制
御用のデータや電子メール用データ等のデジタルデータと、音声用デジタルデータとを多
重化して、ＲＦ処理部１０５に出力したり、ＲＦ処理部１０５から受信した、多重化され
たデジタルデータを、音声用デジタルデータと、通信制御用等その他のデジタルデータに
分離する等の信号処理を行う。
【００５６】
　ＲＦ処理部１０５は、ＡＤ変換器やＤＡ変換機を含み、信号処理部１０４により出力さ
れた多重化信号を、搬送波を用いて変調し、アンテナ１０６を介して、電波として基地局
に対し出力し、また、基地局からアンテナ１０６を介して電波を受信し、受信した電波を
復調することにより信号を取得し、信号処理部１０４に出力する。
　表示制御部１０７は、液晶ディスプレイの駆動装置とその制御部とから成り、予め、必
要な画面表示のパターンを保持しており、またテキストデータ等を用いて、画面表示のパ
ターンを生成し、制御部１１９からの制御により、ＬＣＤ１０８に画像、文字等を表示さ
せる。
【００５７】
　ＬＣＤ１０８は、液晶ディスプレイであり、表示制御部１０７の指示に従い、画面表示
を行う。
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　キーボード１０９は、複数のキーを備え、各キーには一意なキーコードが割り当てられ
ており、携帯電話機１００の使用者によりキーボード１０９が備えるキーが押下された場
合、押下されたキーに対応するキーコードを制御部１１９に出力する。
【００５８】
　複数の前記キーには、「ＩＭ起動キー」、「ＩＭ終了キー」、「０キー」～「９キー」
の各数字を示す数字キー、「電源オンキー」、「電源オフキー」、「オフフックキー」、
「オンフックキー」等が含まれる。
　ＬＥＤ１１０は、発光ダイオードであり、制御部１１９による制御に従い、点灯状態、
消灯状態のいずれかとなる。
【００５９】
　点灯状態は、ＩＭリマインダ有りを示し、消灯状態は、ＩＭリマインダ無しを示す。
　振動部１１１は、制御信号が与えられることにより振動するバイブレータであり、制御
部１１９による制御に従い、振動の開始、停止を行う。
　着信音声処理部１１２は、制御部１１９の制御により、着信音を示す音声信号をスピー
カ１１３に対し、出力する。
【００６０】
　スピーカ１１３は、着信音声処理部１１２から出力される音声信号を、着信音として拡
声する。
　無線ＬＡＮ処理部１１４は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ規格に従い２．４ＧＨｚ帯電波を
用いて、アンテナ１１５を介して、無線アクセスポイントと通信を行い、メールサーバ５
００及びＩＭサーバ６００と接続する。
【００６１】
　また、無線ＬＡＮ処理部１１４は、無線アクセスポイントからＤＨＣＰ（Ｄｙｎａｍｉ
ｃ　Ｈｏｓｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づくＩＰアドレス
割当を受けて、受信したＩＰアドレスを保持し、以後のネットワーク通信に用いる。
　無線ＬＡＮによる通信は、特にＩＥＥＥ８０２．１１ｇに限るものではなく、無線によ
る通信が可能であれば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ等の他の方式
を用いてもよい。
【００６２】
　記憶部１１６は、ＲＡＭ、不揮発性メモリ等の記憶装置であり、電話帳情報、イベント
情報を含むデータの保持を行う。
　図３は、記憶部１１６が保持する情報を示す図である。
　図３（ａ）は、電話帳情報を示し、携帯電話機１００の使用者が、キーボード１０９を
用いて入力した情報、受信した電子メールに使用されている情報を元に制御部１１９が生
成する情報である。
【００６３】
　前記電話帳情報は、複数の、図３（ａ）の行に相当するメンバ情報から成り、メンバ情
報は、ＩＭ＿ＩＤ、電話番号、メールアドレス、名前から成る。
　ＩＭ＿ＩＤは、システムの利用者に一意に割り振られた識別情報である。
　例えば、図３（ａ）の一行目は、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」であり、電話番号が
「０９０－１２３４－５６７８」であり、メールアドレスが「ａ－ｂｕｃｈｏ＠ｘｘｘｘ
．ｃｏｍ」であり、名前が「Ａ部長」であるメンバ情報を示し、同様に、図３（ａ）の二
行目は、ＩＭ＿ＩＤが「ｂ－ｋａｃｈｏ」であり、電話番号が「０９０－２３４５－６７
８９」であり、メールアドレスが「ｂ－ｋａｃｈｏ＠ｘｘｘｘ．ｃｏｍ」であり、名前が
「Ｂ課長」であるメンバ情報を示している。
【００６４】
　図３（ｂ）は、イベント管理情報を示す。
　イベント管理情報は、複数の、図３（ｂ）の行に相当するイベント要素情報から成り、
イベント要素情報は、ＩＭ＿ＩＤ、不在着信時刻情報、通話不成立発信時刻情報、スケジ
ュール時刻情報、スケジュール内容情報、繰下回数から成る。
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　例えば、図３（ｂ）の一行目は、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」であり、不在着信時
刻情報が「１０：５０」であり、通話不成立発信時刻情報、スケジュール時刻情報とスケ
ジュール内容情報が未登録状態であり、繰下回数が「０」であるイベント要素情報を示す
。同様に、図３（ｂ）の最下行は、ＩＭ＿ＩＤが「ｙ－ｓｙａｉｎ」であり、不在着信時
刻情報が未登録状態であり、通話不成立発信時刻情報が「１３：２２」であり、スケジュ
ール時刻情報が「１６：５０」であり、スケジュール内容情報が「ｃｌｏｓｅｄ　ｍｅｅ
ｔｉｎｇ」であり、繰下回数が「０」であるイベント要素情報を示している。
【００６５】
　イベント要素情報中のＩＭ＿ＩＤは、前記電話帳情報におけるメンバ情報に用いられて
いるＩＭ＿ＩＤと同等の識別子である。
　不在着信時刻情報は、自機に対する不在着信が発生した時刻を示し、制御部１１９によ
り生成され書き込まれる。
　通話不成立発信時刻情報は、自機である携帯電話機１００から、他機へと発呼し、他機
の通話相手が、応答しなかった場合の、当該発呼した時刻を示し、制御部１１９により生
成し、書き込まれる。
【００６６】
　スケジュール時刻情報は、電話会議などのスケジュールの開始時刻であり、スケジュー
ル内容情報は、当該スケジュール時刻情報が示す時刻に行うべき動作をテキスト形式で示
したものであり、使用者がキーボード１０９を用いテキスト入力を行うか、ＬＣＤ１０８
にメニュー形式で表示されたテキストの候補から、使用者がキーボード１０９を用い選択
するか等により入力され、前記テキストは、制御部１１９により、記憶部１１６に書き込
まれる。
【００６７】
　繰下回数は、スケジュールの実行に失敗した場合に、スケジュールの繰り下げを行った
回数を記憶するものである。
　スケジュール時刻情報が追加される際に、対応する繰下回数が、値「０」で初期化され
る。
　繰下回数の合計が、予め定めた繰下限界数（例えば３）以上になるまでは、前記スケジ
ュールの繰り下げが許可される。
【００６８】
　ここでは、スケジュールは、１度の繰り下げにより、１時間繰り下げられることとし、
前記繰下限界数が３と設定されている場合は、最高３時間、スケジュールが繰り下げられ
ることとなる。
　前記繰下限界数は、予め、記憶部１１６に記憶されているが、利用者は、キーボード１
０９を用いて、繰下限界数を入力することにより、当該繰下限界数の値を変更することが
でき、変更された繰下限界数の値は、記憶部１１６に記憶される。
【００６９】
　前記スケジュールの繰り下げの時間は、一例として１時間をあげたが、３０分、２時間
等、システム設計に応じて、時間を割り当てればよい。
　図４（ｃ）は、状態通知情報であり、ＩＭサーバ６００から受信した当該状態通知応答
を、状態通知情報として記録するものである。
　状態通知情報は、ＩＭ＿ＩＤとＩＰアドレスとの組のリストであり、当該ＩＰアドレス
は、ＩＭ＿ＩＤで識別されるシステムの使用者が使用している携帯電話機に割り当てられ
ているＩＰアドレスを示す。
【００７０】
　時計部１１７は、時刻読出が可能な時計であり、制御部１１９から時刻情報を読み出さ
れる。
　電源供給部１１８は、携帯電話機１００内の各部に必要な電源を供給するバッテリーと
その制御回路である。
　制御部１１９は、ＣＰＵとプログラム等とから成り、携帯電話機１００の全体制御を行
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う。
【００７１】
　制御部１１９の動作について（１）～（９）の機能毎に順に述べる。
　（１）電話帳情報の生成、記録
　ナンバーディスプレイ機能等により、ＲＦ処理部１０５、信号処理部１０４を介して、
通話相手先の電話番号を取得し、前記電話帳情報として、記憶部１１６に登録する。
　また、キーボード１０９を用いて、携帯電話機１００の前記使用者が、ＩＭ＿ＩＤ、電
話番号、メールアドレス、名前を入力した情報を取得し、前記電話帳情報として、記憶部
１１６に登録する。
【００７２】
　（２）着信に対するオフフックによる応答
　制御部１１９は、オフフックを検出した場合、信号処理部１０４に、通話可能状態とな
るよう指示する。
　（３）着信音制御
　制御部１１９は、信号処理部１０４から着信通知を示す情報を受信した場合に、着信音
を鳴らすよう着信音声処理部１１２に指示する。
【００７３】
　（４）画面表示処理
　表示制御部１０７に対し、表示すべき画面内容を指示する。
　（５）発呼制御
　使用者により「数字キー」を用いて電話番号が入力された後、又は、制御部１１９が表
示制御部１０７に指示し、前記電話帳データのメンバ情報中の「名前」と「電話番号」と
の組をＬＣＤ１０８に、電話番号の候補として表示させ、前記使用者に、前記電話番号の
候補中から一の電話番号を選択させることにより、発呼先の電話番号が指示された後に、
「オフフックキー」の押下を検出した場合、指示された前記電話番号へと発呼するよう、
信号処理部１０４に指示する。
【００７４】
　（６）ＩＭ処理部１２０の起動、終了処理
　キーボード１０９から、キーコードとして「ＩＭ開始キー」の入力を検出した場合、Ｉ
Ｍ処理部１２０に、起動する様、指示する。
　キーボード１０９から、キーコードとして「ＩＭ終了キー」の入力を検出した場合、Ｉ
Ｍ処理部１２０に、終了する様指示する。
【００７５】
　（７）通話相手の呼び出し失敗時処理
　制御部１１９は、携帯電話機１００ｄの使用者の呼び出しに失敗した場合、つまり、信
号処理部１０４への発呼指示の後、３０秒等の予め定められた時間が経過後、アンテナ１
０６、ＲＦ処理部１０５、信号処理部１０４を介して受信する制御用信号に含まれる通話
開始通知を受信しなかった場合には、時計部１１７から現在時刻を読出し、イベント管理
情報の、通話不成立発信時刻情報として記憶部１１６に記憶させる。
【００７６】
　また、制御部１１９は、信号処理部１０４、ＲＦ処理部１０５、アンテナ１０６を介し
て、基地局２００ａに対し、携帯電話機１００ｄへの呼出を中止するよう指示する情報を
送信する。
　（８）不在着信時処理
　制御部１１９は、不在着信時、つまり、発呼通知を受けた後、制御用信号による「回線
接続」が検出されずに「回線切断」を検出した場合、時計部１１７から現在時刻を読出し
、イベント管理情報の不在着信時刻情報として記憶部１１６に記憶させる。
【００７７】
　（９）スケジュール処理
　携帯電話機１００ａの使用者は、キーボード１０９が備える「スケジュール入力開始キ
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ー」を押下する。
　制御部１１９は、「スケジュール入力開始キー」の押下を検出し、表示制御部１０７を
制御し、スケジュール入力用の画面をＬＣＤ１０８に表示させる。
【００７８】
　制御部１１９は、入力されたスケジュールを、イベント管理情報の、スケジュール時刻
情報と、スケジュール内容情報として、記憶部１１６に記憶させる。
　制御部１１９は、無線ＬＡＮ処理部１１４、アンテナ１１５を介して、ＩＭ＿ＩＤの値
を「ｃ－ｓｙｕｎｉｎ」、通知要否情報が値「１」とした組と、ＩＭ＿ＩＤの値を「ｙ－
ｓｙａｉｎ」、通知要否情報が値「１」とした組とから成る通知要求を、ＩＭサーバ６０
０に対し送信する。
【００７９】
　ＩＭ処理部１２０は、ＣＰＵ資源と当該ＣＰＵ資源を使って処理を行う、ＩＭを使用す
るためのプログラム（以下、ＩＭソフトという。）で構成され、制御部１１９からの起動
指示を受けた場合に、前記ＩＭソフトが実行状態となることことにより、ＩＭ処理部１２
０は起動し、制御部１１９から終了指示を受けた場合に、前記ＩＭソフトがＣＰＵ資源を
使って動作しない終了状態となる。
【００８０】
　ＩＭ処理部１２０は、以下の動作を行う。
　（１）制御部１１９により起動されることにより、ＩＭ処理部１２０は、ＩＭ＿ＩＤ、
ＩＰアドレスを含む接続要求情報を、ＩＭサーバ６００に送信する。
　（２）ＩＭサーバ６００から、アンテナ１１５，無線ＬＡＮ処理部１１４を介して状態
通知応答を取得した場合、当該状態通知応答を、状態通知情報として、記憶部１１６に記
憶させる。
【００８１】
　（３）ＩＭを用いたインスタントメッセージング処理
　制御部１１９は、キーボード１０９を用いて使用者が入力した、メッセージ送信先のＩ
Ｍ＿ＩＤ対応づけられたＩＰアドレスを、記憶部１１６に保持する前記状態通知情報から
検出し、当該ＩＰアドレスに対し、使用者がキーボード１０９を用いて入力したメッセー
ジを送信する。
【００８２】
　メッセージ送信のプロトコルは、広く用いられているＩＣＱプロトコルを使用すること
とするが、特にこれに限るものではなく、他のプロトコルでもよい。
　制御部１１９は、他の携帯電話機から、無線ＬＡＮ処理部１１４を介して、メッセージ
を受信した場合、表示制御部１０７に当該メッセージを表示するよう指示し、表示制御部
１０７は、ＬＣＤ１０８に、当該メッセージを表示する。
【００８３】
　次に、アクセスポイントについて述べる。
　アクセスポイント４００ａ、４００ｂ・・・は、ＩＥＥＥ ８０２．１１ｇ等の通信方
式に基づき、無線ＬＡＮを用い、端末間を接続させる電波中継機能、各種サービスの提供
機能を持つ、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、通信インターフェイスから成るコンピュータシス
テムであって、ＲＯＭには、コンピュータプログラムが記憶され、前記ＣＰＵが前記コン
ピュータプログラムに従って動作することにより、アクセスポイント４００ａ、４００ｂ
・・・は、その機能を実現する。
【００８４】
　また、アクセスポイント４００ａ、４００ｂ・・・は、ＤＨＣＰ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｈ
ｏｓｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）機能を備え、予め、割り当て
可能なＩＰアドレスを複数保持しており、携帯電話機を初めとする各クライアントに対し
、クライアントの開始要求に応じて、動的にＩＰアドレスを割り当て、クライアントの終
了要求時、或いは、一定期間クライアントが通信を行わなかった場合に、割り当てたＩＰ
アドレスを回収する。
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【００８５】
　また、アクセスポイント４００ａ、４００ｂ・・・は、ルーティング機能を備え、目的
の端末までパケットを送信するとき、最適な経路を選択して送信することにより、携帯電
話機同士、或いは携帯電話機とメールサーバ５００、携帯電話機とＩＭサーバとの間にお
ける、データの通信を可能とする。
　ネットワークの通信に用いられるＴＣＰ／ＩＰについては、「日経ＢＰ社　基礎からわ
かるネットワーク入門　戸根勤、日経オープンシステム共著　２００２年１１月１０日発
行」等を初めとして、様々な書籍等で詳細に解説されている。
【００８６】
　次に、メールサーバ５００について述べる。
　メールサーバ５００は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、通信インターフェイスから成るコン
ピュータシステムであって、ＲＯＭには、コンピュータプログラムが記憶され、前記ＣＰ
Ｕが前記コンピュータプログラムに従って動作することにより、メールサーバ５００は、
その機能を実現する。
【００８７】
　メールサーバ５００は、現在広く用いられている他のメールサーバと同様のものであり
、前記コンピュータシステム上で、メールを処理するプログラムである、ｓｅｎｄｍａｉ
ｌやｑｍａｉｌ等のＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）サーバプログラム（以下、ＳＭＴＰサーバという。）と、ａｐｏｐ、ｐｏｐ３等
のＰＯＰ（Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバプログラム（以下、ＰＯ
Ｐサーバという）が動作している。
【００８８】
　携帯電話機から送信された電子メールは、通信インターフェイスを介してＳＭＴＰサー
バが受信し、当該電子メールの宛先メールアドレスが、メールサーバ５００が管理するメ
ールアドレスであれば、当該電子メールを、当該メールアドレスに対応するメールボック
スに保持し、管理していないメールアドレスであれば、他のメールサーバへと転送する。
　前記メールボックスは、電子メールアドレスに対応する、電子メールの内容を保持する
記憶領域である。
【００８９】
　また、ＰＯＰサーバが、携帯電話機から電子メールの読み出し要求を受けた場合、アカ
ウント認証を行った後、認証に成功した場合に、メールボックスに保持している電子メー
ルの内容を送信する。
　電子メールシステム、ＳＭＴＰ、ＰＯＰについては、「日経ＢＰ社　基礎からわかるネ
ットワーク入門　戸根勤、日経オープンシステム共著　２００２年１１月１０日発行」等
を初めとして、様々な書籍等で詳細に解説されている。
【００９０】
　次に、ＩＭサーバ６００について述べる。
　ＩＭサーバ６００は、ネットワークを介し接続してきたクライアントに対してＩＭの諸
機能を提供するサーバである。
　図５は、ＩＭサーバ６００の構成を示す図である。
　ＩＭサーバ６００は、図５に示すように、送受信部６０１、ＩＭ処理部６０２、状態管
理部６０３から成り、具体的には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、通信インターフェイスから
成るコンピュータシステムであって、ＲＯＭには、コンピュータプログラムが記憶され、
前記ＣＰＵが前記コンピュータプログラムに従って動作することにより、ＩＭサーバ６０
０は、その機能を実現する。
【００９１】
　また、図６は、ＩＭサーバ６００が扱う情報を示す図である。
　図６（ａ）は、状態管理部６０３が管理する状態管理情報であり、図中の各行に相当す
る状態要素情報のリストである。
　前記状態要素情報は、ＩＭ＿ＩＤと、ＩＰアドレスと、通知要否情報とから成り、携帯
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電話機から受信した状態通知情報を、状態管理情報として記録しているものである。
【００９２】
　また、携帯電話機から通知要求を受信した場合、通知要求中のＩＭ＿ＩＤと一致するＩ
Ｍ＿ＩＤに対応づけられた、状態管理情報中の通知要否情報を、前記通知要求中の通知要
否情報で上書き更新する。
　図６（ｂ）は、ＩＭサーバ６００から、携帯電話機へと送信する前記状態通知応答の一
例であり、図６（ａ）において通知要否情報が値「１」である、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕ
ｃｈｏ」、「ｂ－ｋａｃｈｏ」、「ｃ－ｓｙｕｎｉｎ」、「ｙ－ｓｙａｉｎ」についての
情報を元に生成されている。
【００９３】
　状態通知応答については、後述する。
　送受信部６０１は、通信インターフェイスとその制御部とから成り、ネットワークを介
して情報を送受信する。
　ＩＭ処理部６０２は、送受信部６０１を介して、以下の（１）（２）の要求を受け付け
、要求に対応する処理を実行し、状態管理部６０３が管理する状態管理情報の書換を要求
する。
【００９４】
　状態管理情報は、予め定められたＩＭ＿ＩＤの数と同数の状態要素情報のリストであり
、前記状態要素情報は、ＩＭ＿ＩＤと、ＩＰアドレスと、通知要否情報とから成る。
　（１）接続要求を受け付けた場合
　ＩＭ処理部６０２は、携帯電話機から、送受信部６０１を介して、図４（ａ）に示す接
続要求を取得する。
【００９５】
　ＩＭ処理部６０２は、前記接続要求中の接続情報が、接続を示す値「１」である場合、
前記接続要求中のＩＭ＿ＩＤと、一致するＩＭ＿ＩＤを持つ状態要素情報のＩＰアドレス
を、前記接続要求中のＩＰアドレスに置き換え、また、前記接続要求中の接続情報が、切
断を示す値「０」である場合、前記接続要求中のＩＭ＿ＩＤと、一致するＩＭ＿ＩＤを持
つ状態要素情報のＩＰアドレスを、値「０」に置き換える。
【００９６】
　引き続き、ＩＭ処理部６０２は、前記状態管理情報において、通知要否情報が値「１」
である接続要素情報のＩＭ＿ＩＤとＩＰアドレスとを抜き出し、状態通知応答を生成し、
接続要求を行ってきた携帯電話機に対し、当該状態通知応答を送受信部６０１を介して送
信する。
　図６（ｂ）は、前記状態通知応答の一例であり、図６（ａ）において通知要否情報が値
「１」である、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」、「ｂ－ｋａｃｈｏ」、「ｃ－ｓｙｕｎ
ｉｎ」、「ｙ－ｓｙａｉｎ」についての情報を元に生成されている。
【００９７】
　（２）状態通知要求を受け付けた場合
　ＩＭ処理部６０２は、携帯電話機から、送受信部６０１を介して、図４（ｂ）に一例を
示す状態通知要求を取得し、当該状態通知要求中の各通知要否情報を、前記状態管理情報
に書き込む。例えば、図４（ｂ）の状態通知要求の場合、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ
」である状態要素情報の通知要否情報に、状態通知要求の通知要否情報である値「１」を
書き込むこととなる。
【００９８】
　引き続き、ＩＭ処理部６０２は、前記状態管理情報において、通知要否情報が値「１」
である接続要素情報のＩＭ＿ＩＤとＩＰアドレスとを抜き出し、状態通知応答を生成し、
接続要求を行ってきた携帯電話機に対し、当該状態通知応答を送受信部６０１を介して送
信する。
　状態管理部６０３は、前記状態管理情報を保持し、ＩＭ処理部６０２の制御により、前
記状態管理情報の更新を行う。
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＜動作＞
　携帯電話機１００ａの動作を中心に、前記移動体通信システムの動作について、おおよ
そ時系列に実行される以下の、（１）携帯電話機１００ａによるＩＭサーバ６００への接
続処理、（２）携帯電話機１００ａの電話機能による発呼時の処理、（３）携帯電話機１
００ａの電話機能による着信時の処理、（４）スケジュール記録処理、（５）ＩＭリマイ
ンダ実行処理、（６）ＩＭ終了時処理の順に説明する。
【００９９】
　ここで、携帯電話機１００ａの使用者は、ＩＭ＿ＩＤとして「ｚ－ｓｙａｉｎ」が割り
当てられた「Ｚ社員」であるものとする。
（１）携帯電話機１００ａによるＩＭサーバ６００への接続処理
　携帯電話機１００ａが、ＩＭサーバ６００に接続することによりＩＭ処理が可能となる
までの動作について述べる。
【０１００】
　図７は、携帯電話機１００ａによるＩＭサーバ６００への接続処理を示すフローチャー
トである。
　携帯電話機１００ａは、無線アクセスポイント４００ａから、ＤＨＣＰによるＩＰアド
レスの割当「aaa.ccc.0.26」を受け、無線ＬＡＮ処理部１１４に当該ＩＰアドレスを保持
しているものとする。
【０１０１】
　携帯電話機１００ａの使用者は、携帯電話機１００ａのキーボード１０９が備えるキー
の１つである「ＩＭ起動キー」を押下する。
　制御部１１９は、キーボード１０９から入力されるキーコードにより、「ＩＭ起動キー
」が押下されたことを検出する（ステップＳ１０１）。
　制御部１１９は、ＩＭ処理部１２０を起動状態とする（ステップＳ１０２）。
【０１０２】
　ＩＭ処理部１２０は、無線ＬＡＮ処理部１１４を介して、アクセスポイント４００ａを
経由し、ＩＭ＿ＩＤが「ｚ－ｓｙａｉｎ」であり、ＩＰアドレスが「aaa.ccc.0.26」であ
る接続要求情報を、ＩＭサーバ６００に対し送信する（ステップＳ１０３）。
　ＩＭサーバ６００は、状態管理部６０３が保持する前記状態管理情報について、ＩＭ＿
ＩＤがｚ－ｓｙａｉｎである状態要素情報のＩＰアドレスを、受信したＩＰアドレス「aa
a.ccc.0.26」に置き換える。
【０１０３】
　ＩＭ処理部６０２は、前記状態管理情報の、受信したＩＭ＿ＩＤである「ｚ－ｓｙａｉ
ｎ」以外に対応する状態要素情報のうち、ＩＰアドレスが「０」でないもののリストを、
状態通知応答として、携帯電話機１００ａに送信する（ステップＳ１０４）
　前記状態通知応答の一例は、前述のように、図６（ｂ）に示している。
　携帯電話機１００ａにおける、ＩＭ処理手段１２０は、無線ＬＡＮ処理部１１４を介し
て、前記状態通知応答を受信し、当該状態通知応答を、状態通知情報として、記憶部１１
６に記憶させる（ステップＳ１０５）。
（２）携帯電話機１００ａの電話機能による発呼時の処理
　次に、携帯電話機１００ａの使用者が、携帯電話機１００ｄの使用者に対し、電話を掛
ける場合を例にした、携帯電話機１００ａの電話機能による発呼時の処理について述べる
。
【０１０４】
　図８は、携帯電話機１００ａの電話機能による発呼時の処理を示すフローチャートであ
る。
　携帯電話機１００ａの使用者は、通話を希望する通話相手先の電話番号を携帯電話機１
００ａに指示するために、キーボード１０９が備えるキーである「０」～「９」までの各
数値を示す「０キー」、「１キー」・・・「９キー」を順に押下する（ステップＳ２０１
）。
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【０１０５】
　但し、電話番号の指示は、制御部１１９が、表示制御部１０７に指示し、前記電話帳デ
ータのメンバ情報中の「名前」と「電話番号」との組をＬＣＤ１０８に、電話番号の候補
として表示させ、前記使用者に、前記電話番号の候補中から、一の電話番号を選択させる
ことにより指示されるものとしてもよい。
　前記使用者は、キーボード１０９が備えるキーである「オフフックキー」を押下し、携
帯電話機１００ａに対し、前記電話番号が示す携帯電話機に対し発呼するよう指示する（
ステップＳ２０２）。
【０１０６】
　制御部１１９は、キーボード１０９から入力されるキーコードにより「オフフックキー
」の押下を検出し、指示された前記電話番号へと発呼するよう、信号処理部１０４に指示
する。
　信号処理部１０４は、ＲＦ処理部１０５、アンテナ１０６を介して、基地局２００ａに
対し前記電話番号を含む前記電話番号への発呼要求を送信する。
【０１０７】
　基地局２００ａは、前記発呼要求を受信し、前記電話番号が示す携帯電話機１００ｄに
着信通知するよう交換局３００ａに要求する。
　交換局３００ａは、携帯電話機１００ｄが通信を行っている交換局３００ｂに接続する
。
　交換局３００ａ、３００ｂ・・・は、自局と通信を行っている携帯電話機を、発呼先の
携帯電話機と通信させるために接続すべき交換局に関する情報を、他の交換局と情報交換
することにより、予め取得しているものとする。
【０１０８】
　交換局３００ｂからの指示により、基地局２００ｂは、携帯電話機１００ｄに対し、携
帯電話機１００ａから通信要求があることを通知する。
　携帯電話機１００ｄは、前記通信要求があることを示す通知を受信し、着信メロディ等
を鳴らし、使用者に対し着信があることを通知する。
　携帯電話機１００ｄの使用者が、携帯電話機１００ｄの「オフフックキー」を押下し、
携帯電話機１００ｄをオフフック状態にした場合（ステップＳ２０３：ＹＥＳ）、携帯電
話機１００ａと１００ｄの使用者が、携帯電話機を用いて通話を行う（ステップＳ２０４
）。
【０１０９】
　携帯電話機１００ｄの使用者の呼び出しに失敗した場合（ステップＳ２０３：ＮＯ）、
つまり、３０秒等の予め定められた時間が経過後、携帯電話機１００ｄがオフフック状態
にならなかったと携帯電話１００ａの制御部１１９が判定した場合、制御部１１９は、時
計部１１７から現在時刻を読出し、図３（ｂ）に示すイベント管理情報の、通話不成立発
信時刻情報として記憶部１１６に記憶させる（ステップＳ２０５）。
【０１１０】
　図３（ｂ）の例では、ＩＭ＿ＩＤが「ｂ－ｋａｃｈｏ」である通話相手先に対し、「１
３時２５分」に通話不成立発信があったことを記録している。
　また、制御部１１９は、信号処理部１０４、ＲＦ処理部１０５、アンテナ１０６を介し
て、基地局２００ａに対し、携帯電話機１００ｄへの発呼を中止するよう指示する情報を
送信する。
【０１１１】
　携帯電話機１００ａにおける、制御部１１９は、図４（ｂ）に示したように、ＩＭ＿Ｉ
Ｄの値を「ｂ－ｋａｃｈｏ」、通知要否情報が値「１」とした通知要求を、ＩＭサーバ６
００に対し送信する（ステップＳ２０６）。
　送信する通知要求は、図４（ｂ）に示すように、全ＩＭ＿ＩＤについてのリストであっ
てもよいし、「ｂ－ｋａｃｈｏ」と「１」との組のみというように、変化のあった部分の
みであってもよい。
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（３）携帯電話機１００ａの電話機能による着信時の処理
　携帯電話機１００ｄから、携帯電話機１００ａに対して着信がある場合を例に説明する
。
【０１１２】
　図９は、携帯電話機１００ａの電話機能による着信があった場合の処理を示すフローチ
ャートである。
　携帯電話機１００ｄからの着信が、基地局２００ａから携帯電話１００ａに対して通知
される（ステップＳ３０１）。
　ＲＦ処理部１０５は、アンテナ１０６を介して受信した信号から、前記多重デジタルデ
ータを復号し、信号処理部１０４へ出力する。
【０１１３】
　信号処理部１０４は、前記多重デジタルデータから、着信通知を示す情報を取得し、制
御部１１９に通知する。
　制御部１１９は、前記着信通知を取得し、着信音声処理部１１２に着信音を鳴らすよう
指示し、着信音声処理部１１２はスピーカ１１３に着信音を示す音声信号を出力する。
　スピーカ１１３は、前記音声信号が入力されることにより前記着信音を拡声する。
【０１１４】
　携帯電話機１００ａの使用者は、電話応対可能である場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ）、キー
ボード１０９が備える「オフフックキー」を押下する。
　制御部１１９は、キーボード１０９から入力されるキーコードを識別することにより「
オフフックキー」の押下を検出し、通話可能状態とするよう信号処理部１０４に指示する
（ステップＳ３０３）。
【０１１５】
　使用者が発する音声は、マイクロフォン１０２により集音され、音声信号に変換されて
音声処理部１０３に出力さｖれる。
　音声処理部１０３は、前記音声信号を、デジタルデータに変換し、信号処理部１０４に
出力する。
　信号処理部１０４は、前記デジタルデータを、基地局２００ａとの通信制御に用いるデ
ータと多重化し、ＲＦ処理部１０５に出力する。
【０１１６】
　ＲＦ処理部１０５は、前記多重化されたデータを、無線によって基地局２００ａに送信
する。
　また、ＲＦ処理部１０５は、無線により、基地局２００ａから、変調された多重化デー
タを受信して、復調処理を行い、復調された多重化データを信号処理部１０４に対し出力
する。
【０１１７】
　信号処理部１０４は、前記多重化データを、音声データ、制御データ等に分離し、音声
データは音声処理部１０３に対し出力し、制御データは、制御部１１９に対し出力する。
　音声処理部１０３は、入力された音声データを、音声信号へと変換し、スピーカ１０１
に対し出力する。
　スピーカ１０１は、前記音声信号により示される音声を拡声する。
【０１１８】
　携帯電話機１００ａの使用者は、電話応対可能でない場合（ステップＳ３０２：ＮＯ）
、携帯電話機１００ａに対する操作を行わない。
　携帯電話機１００ｄの使用者が、携帯電話機１００ｄをオンフック状態とすることによ
り、携帯電話機１００ａと１００ｄとの間の回線は、交換局３００ａ、３００ｂの間で切
断される。
【０１１９】
　制御部１１９は、前記回線の切断があった時に時計部１１７から現在時刻を読出し、図
３（ｂ）に示すイベント管理情報の、不在着信時刻情報として記憶部１１６に記憶させる
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（ステップＳ３０４）。
　図３（ｂ）の例では、記憶部１１６は、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」である通話相
手先から、「１０時５０分」に不在着信があったことを記録している。
【０１２０】
　携帯電話機１００ａにおける、制御部１１９は、ＩＭ＿ＩＤの値を「ａ－ｂｕｃｈｏ」
、通知要否情報が値「１」とした通知要求を、ＩＭサーバ６００に対し送信する（ステッ
プＳ３０５）。
　携帯電話機１００ａから、ＩＭサーバ６００に対し送信する通知要求は、図４（ｂ）に
示すように、全ＩＭ＿ＩＤについてのリストであってもよいし、「ａ－ｂｕｃｈｏ」と「
１」との組のみというように、変化のあった部分のみであってもよい。
（４）スケジュール記録処理
　図１０は、スケジュール記録処理を示すフローチャートである。
【０１２１】
　携帯電話機１００ａの使用者は、キーボード１０９が備える「スケジュール入力開始キ
ー」を押下する。
　制御部１１９は、「スケジュール入力開始キー」の押下を検出し、表示制御部１０７を
制御し、スケジュール入力用の画面をＬＣＤ１０８に表示させる。
　携帯電話機１００ａの使用者は、キーボード１０９を用いて、スケジュールとして、前
述のスケジュール時刻情報と、スケジュール内容情報との入力を行う（ステップＳ４０１
）。
【０１２２】
　制御部１１９は、入力されたスケジュールを、図３（ｂ）に示すイベント管理情報の、
スケジュール時刻情報と、スケジュール内容情報として、記憶部１１６に記憶させる（ス
テップＳ４０２）。
　スケジュール時刻情報は、電話会議などのスケジュールの開始時刻であり、スケジュー
ル内容情報は、当該スケジュール時刻情報が示す時刻に行うべき動作をテキスト形式で示
したものであり、前述の通り使用者がキーボード１０９を用いテキスト入力してもよいし
、ＬＣＤ１０８にメニュー形式で表示された候補から、使用者が選択することにより入力
してもよい。
【０１２３】
　この場合、スケジュール時刻情報、スケジュール内容情報に相当するテキストデータを
予め記憶部１１６に記憶し、制御部１１９が、スケジュール入力用の画面表示時に、選択
肢として、ＬＣＤ１０８に表示させることとなる。
　図３（ｂ）の例では、記憶部１１６は、ＩＭ＿ＩＤが「ｃ－ｓｙｕｎｉｎ」である相手
先に、「１５時００分」に電話会議する予定であることと、ＩＭ＿ＩＤが「ｙ－ｓｙａｉ
ｎ」である相手先と、「１６時５０分」に会議を行う予定であることとを記録している。
【０１２４】
　携帯電話機１００ａにおける、制御部１１９は、ＩＭ＿ＩＤの値を「ｃ－ｓｙｕｎｉｎ
」、通知要否情報が値「１」とした組と、ＩＭ＿ＩＤの値を「ｙ－ｓｙａｉｎ」、通知要
否情報が値「１」とした組とから成る通知要求を、ＩＭサーバ６００に対し送信する（ス
テップＳ４０３）。
　携帯電話機１００ａから、ＩＭサーバ６００に対し送信する通知要求は、図４（ｂ）に
示す全ＩＭ＿ＩＤについてのリストであってもよい。
（５）ＩＭリマインダ実行処理
　図１１は、携帯電話機１００ａにおけるＩＭ実行処理を示すフローチャートである。
【０１２５】
　携帯電話機１００ａにおいて、無線ＬＡＮ処理部１１４は、ＩＭサーバ６００から、ネ
ットワークを介して、状態通知応答を受信した場合、当該状態通知応答の受信をＩＭ実行
処理の開始トリガとみなし、当該状態通知応答を制御部１１９に転送する。或いは、制御
部１１９は、時計部１１７が計時している現在時刻が、記憶部１１６が保持しているイベ
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ント管理情報中のスケジュール時刻情報のいずれかが示す時刻となった場合を、ＩＭ実行
処理の開始トリガとみなす（ステップＳ５０１）。
【０１２６】
　制御部１１９は、ステップＳ５０１において、状態通知応答を受信した場合（Ｓ５０２
：ＹＥＳ）、ステップＳ５０３へと進む。また、受信しなかった場合（ステップＳ５０２
：ＮＯ）、ステップＳ５０４へと進む。
　携帯電話機１００ａにおいて、制御部１１９は、記憶部１１６が保持している状態通知
情報に関し、前記状態通知応答に含まれるＩＭ＿ＩＤと一致するＩＭ＿ＩＤに対応するＩ
Ｐアドレスを、状態通知応答に含まれるＩＰアドレスで書き換える（ステップＳ５０３）
。
【０１２７】
　制御部１１９は、記憶部１１６が保持する状態通知情報において、ＩＰアドレスが「０
」でない、ＩＭ＿ＩＤに対応する画面表示を、表示制御部１０７に指示する（ステップＳ
５０４）。
　制御部１１９は、状態通知情報中のＩＰアドレスが「０」でないＩＭ＿ＩＤについて、
記憶部１１６に保持するイベント情報と、電話帳情報とを参照する。
【０１２８】
　制御部１１９は、当該「０」でないＩＭ＿ＩＤについて、イベント情報から、時刻を示
す情報を抽出し、電話帳情報から名前を示す情報を抽出し、ＩＭリマインダ画面を構成す
る情報を生成し、表示制御部１０７に対し、ＬＣＤ１０８にＩＭリマインダ画面を表示す
るよう指示する。
　ＬＣＤ１０８は、表示制御部１０７からの指示により、ＩＭリマインダ画面を表示する
。
【０１２９】
　ＩＭリマインダ画面には、「アイコン」と、「時刻情報」と、「名前」とを対応づけた
ＩＭリマインダ要素を含む。
　図１２は、ＩＭリマインダ画面の一例を示す図であり、ＩＭリマインダ要素８０２、８
０３、８０４、８０５を含んでいる。
　例えば、記憶部１１６が保持する電話帳情報、イベント情報、状態通知情報が、それぞ
れが図３（ａ）、図３（ｂ）、図４（ｃ）に示す内容であった場合、制御部１１９は、状
態通知情報中のＩＰアドレスが「０」でないＩＭ＿ＩＤとして「ａ－ｂｕｃｈｏ」を選出
する。
【０１３０】
　制御部１１９は、イベント情報中のＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」であるイベント要
素情報を参照し、不在着信時刻情報が「１０：５０」を取得し、電話帳情報のＩＭ＿ＩＤ
が「ａ－ｂｕｃｈｏ」であるメンバ情報を参照し、名前「Ａ部長」を取得する。
　制御部１１９は、図１２中のＩＭリマインダ要素８０２に示すように、「不在着信時刻
情報」を示す文字「着」を四角で囲ったアイコンと、不在着信時刻情報が示す時刻である
「１０：５０」と、名前「Ａ部長」とを、一行で表示するよう、表示制御部１０７に指示
する。
【０１３１】
　同様に、制御部１１９は、図１２中の８０２に示すように、「スケジュール時刻情報」
を示す文字「予」を四角で囲ったアイコンと、スケジュール時刻情報が示す時刻である「
１３：２２」と、名前「Ｙ社員」とを、一行で表示するよう、表示制御部１０７に指示し
、図１２中の８０３に示すように、「通話不成立発信時刻情報」を示す文字「発」を四角
で囲ったアイコンと、通話不成立発信時刻情報が示す時刻である「１３：２５」と、名前
「Ｂ課長」とを、ＩＭリマインダ要素８０３として表示するよう、表示制御部１０７に指
示する。
【０１３２】
　また、アイコン８１０、８１１、８１２は、それぞれ、電子メール、インスタントメッ
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セージ交換、電話を示しており、アイコン８１０には番号「１」が割り振られ、アイコン
８１１、８１２にはそれぞれ番号「２」、「３」が割り振られている。
　アイコン８１０、８１１，８１２は、３個全て表示する必要はなく、要求仕様に応じ、
３個のうち１或いは複数の組合せを表示することとしてもよい。
【０１３３】
　枠８０１は、現在、処理対象として選択されているＩＭリマインダ要素を示している。
　枠８０１は、使用者が、キーボード１０９が備える「上移動キー」「下移動キー」を押
下することにより、枠８０１を上下に移動させ、所望のＩＭリマインダ要素を選択するこ
とができる。
　携帯電話機１００ａの使用者は、キーボード１０９が備える数字キーである「１キー」
、「２キー」、「３キー」のいずれかを押下し、実行する処理を選択する（ステップＳ５
０５）。
【０１３４】
　ＬＣＤ１０８が図１２に示す表示を行っているときに、携帯電話機の使用者が、キーボ
ード１０９の「１キー」を押下した場合、アイコン８１０、８１１、８１２のうち、アイ
コン８１０が選択されたことを示す。つまり、前記使用者は、電子メールを用いた応答を
、「Ａ部長」に対し行うことを選択したものと、制御部１１９は判断する。
　同様に、「２キー」押下は、前記使用者がインスタントメッセージング処理を希望する
ことを示し、「３キー」押下は、電話を掛ける処理を使用者が選択したと、制御部１１９
は判断する。
【０１３５】
　制御部１１９は、ステップＳ５０４において、前記使用者によりメール処理が選択され
たか否かを判定する（ステップＳ５０６）。
　メール処理が選択された場合（ステップＳ５０６：ＹＥＳ）、制御部１１９は、表示制
御部１０７に対し、メール作成画面を表示するよう指示し、表示制御部１０７は、ＬＣＤ
１０８にメール作成画面を表示し、ＬＣＤ１０８は、メール作成画面を表示し、メール処
理を開始する（ステップＳ５０７）。
【０１３６】
　図１３（ａ）は、メール作成画面の一例である。
　前記使用者は、メール本文を、キーボード１０９を用いて、制御部１１９に通知する。
　制御部１１９は、前記メール本文を一時的に記憶し、メンバ情報の「ａ－ｂｕｃｈｏ」
に対応するＥ－ｍａｉｌアドレスである「a-bucho@xxxx.com」を宛先として、前記メール
本文を送信するよう、無線ＬＡＮ処理部１１４、アンテナ１１５を介し、ＳＭＴＰによる
メール送信手順に基づき、メールサーバ５００に対し要求する。
【０１３７】
　メール以外が選択された場合（ステップＳ５０６：ＮＯ）、制御部１１９は、ステップ
Ｓ５０４において選択された処理がインスタントメッセージング処理であったか否かを判
定する（ステップＳ５０８）。
　使用者がインスタントメッセージング処理を選択した場合（ステップＳ５０８：ＹＥＳ
）、制御部１１９は、表示制御部１０７に、ＩＭ処理画面を表示するよう指示し、インス
タントメッセージング処理を実行する（ステップＳ５０９）。
【０１３８】
　表示制御部１０７は、ＬＣＤ１０８にＩＭ処理画面を表示するよう制御を行い、ＬＣＤ
１０８は、前記ＩＭ処理画面を表示する。
　図１３（ｂ）は、ＩＭ処理画面の一例を示す図である。
　また、ＩＭ処理部１２０は、枠８０１が指しているＩＭリマインダ要素の「名前」に対
応するＩＰアドレスである送信先ＩＰアドレスを、記憶部１１６に記憶する電話帳情報か
ら読み出す。
【０１３９】
　前記使用者は、前記ＩＭ処理画面が表示された後、相手先に送信したいメッセージを作
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成するため、キーボード１０９を押下する。
　制御部１１９は、キーボード１０９中の押下されたキーを検出し、メッセージとして保
持する。
　制御部１１９は、一時的に保持した前記メッセージを、通信先ＩＰアドレスが示す携帯
電話機へと、無線ＬＡＮ処理部１１４を介し、ＩＣＱプロトコルを用いて送信する。
【０１４０】
　ＩＭ処理画面上では、インスタントメッセージングのための通信を行っている一方の携
帯電話機から送信されたメッセージが、他の携帯電話機のＩＭ処理画面上にも表示される
こととなる。
　図１３（ｂ）は、「ｚ－ｓｙａｉｎ」が使用する携帯電話機と「ａ－ｂｕｃｈｏ」が使
用する携帯電話機との間でメッセージ通信が行われており、通信されたメッセージが、互
いの携帯電話機のＬＣＤに表示されていることを模式的に示している。
【０１４１】
　インスタントメッセージング処理以外が選択された場合（ステップＳ５０７：ＮＯ）、
制御部１１９は、ステップＳ５０４において選択された処理が電話による処理であったか
否かを判定する（ステップＳ５１０）。
　前記使用者が、電話による連絡を選択した場合（ステップＳ５１０：ＹＥＳ）、制御部
１１９は、表示制御部１０７に、電話実行画面を表示するよう指示し、電話処理を実行す
る（ステップＳ５１１）。
【０１４２】
　表示制御部１０７は、ＬＣＤ１０８に電話実行画面を表示するよう制御を行い、ＬＣＤ
１０８は、前記電話実行画面を表示する。
　図１３（ｃ）は、電話実行画面の一例を示す図である。
　電話実行画面には、図１３（ｃ）に示すように、ＩＭ処理部１２０が記憶部１１６に記
憶する電話帳情報から読み出した、枠８０１が指しているＩＭリマインダ要素の「名前」
と、「名前」に対応する電話番号とが表示される。
【０１４３】
　前記使用者は、前記電話実行画面が表示された後、キーボード１０９が備える「オフフ
ックキー」を押下することにより、前記電話帳情報から読み出した電話番号に対応づけら
れた携帯電話機の使用者との通話を開始する。
　制御部１１９は、ステップＳ５０７、ステップＳ５０９、電話処理の後処理の処理終了
を検出した後、記憶部１１６が保持するイベント情報について、当該終了した処理に対応
するイベント要素情報の更新を行う（ステップＳ５１２）。
図１４は、前記電話処理の後処理を示すフローチャートである。
【０１４４】
　ステップＳ５１１において行った電話処理において、相手の携帯電話機の所有者の呼び
出しに成功し、通話を行った場合（ステップＳ５２０：ＹＥＳ）、ステップＳ５１１に進
む。
　通話を行えなかった場合（ステップＳ５２０：ＮＯ）、ステップＳ５１１の電話処理が
、記憶部１１６が保持するイベント管理情報中のスケジュールに基づく発呼であったか否
かを判定する（ステップＳ５２１）。
【０１４５】
　スケジュールに基づく発呼でなかった場合（ステップＳ５２１：ＮＯ）、制御部１１９
は、メールの送信を行うか否かの入力を促すメッセージをＬＣＤ１０８に表示させるよう
表示制御部１０７に指示し、表示制御部１０７は、ＬＣＤ１０８に当該メッセージの表示
を行う（ステップＳ５２２）。
ここで使用者は、キーボード１０９を用いて、要件を伝えるためにメールの送信を行うか
否かの入力を行う。例えば、キーボード１０９の「１キー」押下がメール送信を行うこと
を意味し、「２キー」押下がメール送信を行わないことを意味する。
【０１４６】
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　メールの送信を行う旨の入力がなかった場合（ステップＳ５２２：ＮＯ）、ステップ５
１２に進む。
　メールの送信を行う旨の入力があった場合（ステップＳ５２２：ＹＥＳ）、ステップＳ
５０７へ進む。
　ステップＳ５２１において、スケジュールに基づく発呼であると判定した場合（ステッ
プＳ５２１：ＹＥＳ）、制御部１１９は、スケジュールの繰り下げを行うか否かの入力を
促すメッセージをＬＣＤ１０８に表示させるよう表示制御部１０７に指示し、表示制御部
１０７は、ＬＣＤ１０８に当該メッセージの表示を行う（ステップＳ５２３）。
【０１４７】
　ここで使用者は、キーボード１０９を用いて、スケジュールの繰り下げを行うか否かの
指示を行う。例えば、キーボード１０９の「１キー」押下がスケジュールの繰り下げを行
うことを示し、「２キー」の押下がスケジュールの繰り下げを行わないことを示すとする
。
　スケジュールの繰り下げを行う指示が無かった場合（ステップＳ５２３：ＮＯ）、ステ
ップＳ５２２へと進む。
【０１４８】
　スケジュールの繰り下げを行う指示があった場合（ステップＳ５２３：ＹＥＳ）、ステ
ップＳ５１１で行った電話処理に対応するイベント要素情報（以下、該当イベント要素情
報という。）中の繰下回数に１加えたものが、前記繰下限界数以下であるか否かを判定す
る（ステップＳ５２４）。
　繰下限界数より大きい場合（ステップＳ５２４：ＮＯ）、ステップＳ５２２へと進む。
【０１４９】
　繰下限界数以下であった場合（ステップＳ５２４：ＹＥＳ）、繰下回数をインクリメン
トする（ステップＳ５２５）。
　制御部１１９は、該当イベント要素情報中のスケジュール時刻情報を、１時間後を示す
ように変更する。例えば、該当イベント要素情報中のスケジュール時刻情報が１６：５０
を示している場合、制御部１１９は、当該スケジュール時刻情報を、１７：５０を示すよ
うに変更して、記憶部１１６に上書きする（ステップＳ５２６）。
【０１５０】
　ここで、図１１の説明へと戻る。
　ステップＳ５１２の説明に示した前記終了した処理は、ステップＳ５０５において、枠
８０１が選択を示していたＩＭリマインダ要素が示す処理であり、例えば、図１３におけ
るＩＭリマインダ要素８０２が選択されていた場合であれば、制御部１１９は、イベント
情報中の、ＩＭ＿ＩＤが「ａ－ｂｕｃｈｏ」、不在着信時刻情報が「１０：５０」である
イベント要素情報を、イベント情報から削除することとなる。
【０１５１】
　イベント情報を更新した後、制御部１１９は、更新後のイベント情報に関する通知要求
を、無線ＬＡＮ処理部１１４、アンテナ１１５を介してＩＭサーバ６００に送信する（ス
テップＳ５１３）。
　図４（ｄ）は、更新後の通知要求を示す図である。
　図４（ｄ）は、図４（ｂ）と比べて、前記終了した処理である「ａ－ｂｕｃｈｏ」に対
する通知要否情報を、通知不要を示す「０」に更新されている。
【０１５２】
　ＩＭサーバ６００は、送受信部６０１において前記通知要求を受信し、ＩＭ処理部６０
２は、状態管理部６０３が管理する状態管理情報において、前記状態管理情報において、
状態通知要求記載のＩＭ＿ＩＤと同値のＩＭ＿ＩＤを持つ状態要素情報の状態要否情報を
、前記状態通知要求記載の通知要否情報で書き換える。
（６）ＩＭ終了時処理
　図１５は、ＩＭ終了時処理を示すフローチャートである。
【０１５３】
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　使用者は、ＩＭソフトの終了を指示する場合、キーボード１０９が備える「ＩＭ終了キ
ー」を押下する。
　制御部１１９は、キーボード１０９から出力されるキーコードから、「ＩＭ終了キー」
が押下されたことを検出する（ステップＳ６０１）。
　制御部１１９は、ＩＭサーバ６００に対し、ＩＭ＿ＩＤが「ｚ－ｓｙａｉｎ」、ＩＰア
ドレスが「aaa.ccc.0.26」、接続情報が切断を示す「０」である接続要求情報を送信する
（ステップＳ６０２）。
【０１５４】
　ＩＭサーバ６００は、受信した接続要求情報中の接続情報が「０」であるので、ＩＭ＿
ＩＤが「ｚ－ｓｙａｉｎ」である接続要素情報中のＩＰアドレスを「０」に変更する。
　ＩＭサーバ６００は、含まれる全ＩＭ＿ＩＤに対応づけられたＩＰアドレス宛てに、各
状態通知応答を送信する（ステップＳ６０３）。
　制御部１１９は、ＩＭ処理部１２０に対し、処理終了を通知する（ステップＳ６０４）
。
【０１５５】
　ＩＭ処理部１２０は、前記ＩＭソフトの実行を終了する。
＜まとめ＞
　以上、述べたように、携帯電話機１００ａが、ＩＭサーバ６００への接続を行った場合
に、ＩＭサーバ６００は、携帯電話機１００ａの状態を把握可能となり、携帯電話機１０
０ａの電話機能により、通話不成立である発信が発生した場合、携帯電話機１００ａの電
話機能により、通話不成立である着信が発生した場合、スケジュール記録処理を行った場
合に、携帯電話機１００ａは、ＩＭサーバ６００に対し、携帯電話機１００ｄの使用者が
通信可能となれば、携帯電話機１００ａに通知するよう要求し、前記要求をＩＭサーバ６
００は記録する。
【０１５６】
　ＩＭサーバ６００は、携帯電話機１００ｄがＩＭサーバ６００に接続していれば、携帯
電話機１００ｄの状態を把握可能であるので、携帯電話機１００ｄの使用者が、通信可能
となった場合に、携帯電話機１００ａに通知を行う。
　前記通知を受けた携帯電話機１００ａは、ＩＭリマインダ実行処理を実施した後、ＩＭ
サーバ６００に記録された前記要求に関する情報の削除要求を行い、ＩＭサーバ６００は
、前記要求に関する情報の削除を行う。
【０１５７】
　以上により、ユーザが、携帯電話機に残った着信履歴を見たり、或いは前記一定時間毎
の不在着信再通知に気付き、前記不在着信履歴に残る通話相手に対し電話を掛け返しても
、通話相手が電話に出ないときには通話が成立せず、いつ通じるか分からない通話先に発
呼し続けることとなり、時間を浪費してしまうなど効率が悪く、最悪の場合、前記通話相
手との通話をあきらめるような状況は生じず、通話先に対し、従来よりも効率良く要件を
伝えることができる。
＜その他変形例＞
　なお、本発明を上記の実施の形態に基づいて説明してきたが、本発明は、上記の実施の
形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加
え得ることは勿論である。以下のような場合も本発明に含まれる。
【０１５８】
　（１）音声処理部１０３は、音声信号の圧縮、伸長に、ＰＣＭコーデックを用いること
としているが、例えばＭＰ３、ＡＡＣ等のようなその他のコーデックを用いてもよい。
　（２）メール送受信等を無線ＬＡＮ経由で行うこととしているが、それに限らず、各携
帯電話機は、無線ＬＡＮに接続する機能を持たず、電話回線網を用いて行うこととしても
よい。
【０１５９】
　（３）各携帯電話機に割り振られているＩＰアドレスは、予め固定的に割り当てられて
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いることとしているが、各携帯電話機が起動した時に、ＤＨＣＰを用いて取得してもよい
。
　（４）　ＩＭリマインダを実行しなくても、リマインダ実行要求登録が、不要になった
場合に、登録削除してもよい。
【０１６０】
　（５）ステップＳ５０４以降で、制御部１１９は、通信の開始を促すメッセージとして
、ＩＭリマインダ画面をＬＣＤ１０８に表示させているが、当該通信の開始を促すメッセ
ージとして、着信音声処理部１１２に対して指示してスピーカ１１３から着信音声を拡声
させてもよいし、振動部１１１に指示して、振動を生じさせることとしてもよいし、ＬＥ
Ｄ１１０を発光状態としてもよい。
【０１６１】
　通信の開始を促すメッセージとしては、上記着信音声の拡声、振動、ＬＥＤの発光、Ｉ
Ｍリマインダ画面の表示のうちの１つを用いてもよいし、２つ以上組み合わせて用いても
よい。
　（６）本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピュ
ータにより実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、前記コンピュータプ
ログラムからなるデジタル信号であるとしてもよい。
【０１６２】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号をコンピュータ読
み取り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ
（Ｃｏｍｐａｃｔ Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＭＯ（Ｍａｇｎｅ
ｔｏ　Ｏｐｔｉｃ ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ Ｄｉｓｃ
）、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＶＤ－ＲＡＭ（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ Ｄｉｓｃ　
Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ）、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）、半導
体メモリなど、に記録したものとしてもよい。また、これらの記録媒体に記録されている
前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号であるとしてもよい。
【０１６３】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号を、電気通信回線
、無線又は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク等を経由して伝送す
るものとしてもよい。
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリとを備えたコンピュータシステムであっ
て、前記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、前記マイクロプロセッ
サは、前記コンピュータプログラムに従って動作するとしてもよい。
【０１６４】
　また、前記プログラム又は前記デジタル信号を前記記録媒体に記録して移送することに
より、又は前記プログラム又は前記デジタル信号を前記ネットワーク等を経由して移送す
ることにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
　（７）上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６５】
　本発明の移動体通信端末及びプログラムは、通話不成立通信の発生を記録し、当該記録
時点以降に当該通信に対する応答を行うことができる携帯電話機、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノートパソコン等の移動体通信端末を取
り扱う企業により生産され、また、移動体通信方法は、前記移動体通信端末において使用
される。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】本発明の一実施形態の移動体通信システムの概略構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態の携帯電話機の構成を示すブロック図である。
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【図３】記憶部が保持する情報を示す図である。
【図４】携帯電話機が送受信する情報の内容を示す図である。
【図５】ＩＭサーバの構成を示すブロック図である。
【図６】ＩＭサーバが管理する状態管理情報と、ＩＭサーバが携帯電話機に対し送信する
状態通知応答の一例を示す図である。
【図７】携帯電話機によるＩＭサーバへの接続処理を示すフローチャートである。
【図８】携帯電話機の電話機能による発信時の処理を示すフローチャートである。
【図９】携帯電話機の電話機能による着信時の処理を示すフローチャートである。
【図１０】スケジュール記録処理を示すフローチャートである。
【図１１】ＩＭ実行処理を示すフローチャートである。
【図１２】ＩＭリマインダ画面の一例を示す図である。
【図１３】メール作成画面、ＩＭ処理画面、電話実行画面の表示例を示すである。
【図１４】ＩＭ実行処理における、電話処理の後処理を示すフローチャートである。
【図１５】ＩＭ終了時処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１６７】
１００ａ、１００ｂ、１００ｃ　携帯電話機
１００ｄ、１００ｅ、１００ｆ　携帯電話機
２００ａ、２００ｂ　基地局
３００ａ、３００ｂ　交換局
４００ａ、４００ｂ　無線アクセスポイント
５００　メールサーバ
６００　ＩＭサーバ
８０１　枠
８０２、８０３、８０４　リマインダ要素
８１０、８１１、８１２　アイコン
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